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ということで、 6月26日（日）浦和市内の 

埼玉会館で、昭和63年度（第 4回）総会が開 

かれました。 

午後1時30分～ 2時30分 記念講演「日本野 

鳥の会の活動と展望」塚本洋三・本部常務 

理事 

午後 2時30分～午後 4時 総会 

総合司会 山部直喜 

開会の挨拶 今井昌彦 支部長 

来賓挨拶 塚本洋三 本部常務理事 

議 長 石川敏男 

書 記 藤原寛治 

議事録署名人 松井昭吾 中島康夫 

活発な議論がかわされ、議案（62年度事業 

報告と63年度事業計画案、62年度決算と63年 

度予算案、63年度役員）は、とどこおりなく 

原案通り可決されました。 

左から、塚本常務理事・今井支部長・鈴木副

支部長 

	62年度中の数字いくつか 

会員増加率 28% 

探鳥会の回数 67回 

月平均 5.6回 

探鳥会参加者数 合計 2, 514 人 

1回平均 37. 5 人 

『しらこばと』総発行部数 11,800 部 

役員会議開催 11回 

h照和 63年度役員‘薫蕊編姦議

支部長 今井昌彦（熊谷市） 

副支部長 田村照治（寄居町）・鈴木忠雄（熊

谷市）・海老原美夫（浦和市） 

幹 事 新井清子（寄居町）・榎本秀和（鴻

巣市）・岡安征也（北本市）・小測健二（深

谷市）・北川慎一（本庄市）・草間和子（浦

和市）・楠見邦博（浦和市）・黒田佳子傍i 

座市）・小荷田行男（浦和市）・杉本秀樹 

（杉並区）・諏訪隆久（熊谷市）・中島康

夫（蓮田市）・乗田 実（上尾市）・長谷

きみ子（富士見市）・林 滋（美里町） 

福井恒人（浦和市）・藤原寛治（志木市）・

松井昭吾（大宮市）・森本園夫（大宮市）・

山部直喜（越谷市）・横山みどり（相模原

市）・渡辺周司（浦和市） 

監 事 堀越照雄（熊谷市）・石川敏男・（春 

日部市） 	 以上28名 

前年度まで役員として活躍された今井明巨 

（熊谷市）と、鈴木加代子（熊谷市）の 2名

の方が退任されました。たいへんご苦労さま

でした。 



この 5名です。いずれも探鳥会でよく見る

顔です。活躍が期待されます。 

岡安征也（北本市） 

いつも愛妻といっし

ょ。独身者たちのスル

ドィ視線をあびながら、 

埼玉の中心は北本さ、 

まかせておきなさいと

はりきっています。 

杉本秀樹（杉並区） 

高円寺のムクドリカえ

なぜか埼玉。東京支部

の谷津干潟担当リーダ 

ーとしても活躍中だが、 

県内に飛来するほうが

多い。 

諏訪隆久（熊谷市） 

学生っぽく見えるけ

ど、立派な社会人。さ

だまさしみたいに見え

るけど歌手ではない。 

その実体は、大麻生を

縄張りとする鳥見人。 

林 滋（美里町） 

阪東大橋下流の利根

川河原に行くと、この

人がいます。 4 WDの

愛車を駆って、県南に

もあらわれます。家族

思いの良き父親です。 

横山みどり（相模原市） 

埼玉の大学で学んだ

ことは、野鳥。 （とっ

くに？）卒業したのに、 

埼玉の野鳥から別れら

れません。若いベテラ

ンです。 

収 

項 	目 62年決算額 63年予算額 

繰 	越 	金 1, 761, 491 2, 105, 126 

繰越在庫品 119,976 84, 269 

会 	費 1, 501, 500 1, 600, 000 

寄 	付 	金 323, 958 300, 000 

探鳥会等参加費 134, 562 160, 000 

指導謝礼金 101, 300 70, 000 

雑 	収 	入 61, 413 50, 000 

事業部売上金額 979, 001 900, 000 

事業部未払金 70 0 

期末棚卸高 84, 269 80, 000 

合 	計 5, 067, 540 5, 349, 395 

支 

項 	目 62年決算額 63年予算額 

什 器 備 品 24,  080 50, 000 

消 	耗 	品 3, 700 10, 000 
支部報印刷費 792, 000 860, 000 

印刷コピー代 122, 000 120, 000 

支部報発送料 631, 750 650, 000 

通 	信 	費 143, 630 150, 000 

交際接待費 43, 892 50, 000 

雑 	費 103, 255 100, 000 

総務部費用 41, 260 40, 000 

普及部費用 48, 350 90, 000 

編集部費用 25,  800 30, 000 

研究部費用 30, 370 30, 000 

事業部仕入額 672, 232 700, 000 

事業部費用 3, 620 10, 000 

期首棚卸高 119, 976 84, 269 

予 	備 	費 0 240, 000 

仮払金繰越分 72, 230 70, 000 

繰 越 	金 2, 105, 126 1, 985, 126 

繰越在庫品 84, 269 80, 000 

合 	計 5, 067, 540 5, 349, 395 



名前が多少似ていても、この両者は親戚でもなんでもなく、まったくのアカの他人。たまた 

ま観察報告がかさなっただけです。 	 （文責・海老原美夫） 

シロハラクイナ 
本誌 1988年 4 月号（第47号）『野鳥情報』 

欄でお知らせしたシロハラクイナについて、 

県支部会員・若松淳平さんの報告。r 1987年 

12月27日（日）1人で蓮田市の黒浜沼にでか

けた。コガモ、ハクセキレイ、コサギくらい

しかおらず、午後 2--3時ころ、カメラと望

遠レンズはしまって、もうかえろうと思って

いた時、沼の西側の、枯れた葦などがはえて

いる干潟に、 1羽の鳥がいるのに気がついた

あ、きれいな鳥がいる、というのが第1印象

で、どこかから飛んできたというより、物陰

からあらわれたという感じだった。距離は20 

7Thくらい、そのときの天候は晴、順光状態だ

った。 

いそいで 8倍の双眼鏡で観察したところ、 

バンによくにた形と大きさで、額の赤い色と 、 

シロハラト 
1988年4月29日（金）午後11時ころ、浦和

市の大久保農耕地（通称A地区）で観察され、 

写真も撮影された。 

県支部会員・石井智さんの報告。 「杉本秀

樹・佐藤晶人さんと共にシギ・チドリ類調査

中、数10m先の上空を飛んでいるのを発見し

て双眼鏡で観察、中央尾羽の長さ、翼の幅が

狭いこと、翼上面に白斑が見えなかったこと、 

喉の黄色の下から胸・腹まで白かったことか

ら、シロハラトウゾクカモメと判断した。当

時の天候は時々小雨が降る曇だが、喉の黄色

まで確認できた。一度大きく施回してから荒

川方面に飛び去った。その間、約30秒。」 

東京支部会員・清田潔さんの報告。 「妻・

洋子と 2人で、田んぽの土の上にべたっとし

た感じですわりこんでいるのを発見、種名が

わからないままに写真撮影（距離約3Oim、ニ

コン 400・F3.5, KR64、開放・90分の1秒） 

した。発見から撮影・飛び立つまで10-45分

くらい。その後埼玉県支部の上記 3 名に会い、 

シロハラトウゾクカモメだったと知った。 

胸から腹の白色と背中の黒色のコントラスト

がたいへん鮮やかで印象に残った。横向きで

あまり動かなかった。足とか下尾筒の色など

は記憶にない。背中の黒色はタゲリのような

緑色の光沢があった。 

10数秒くらい観察してから、撮影のためカ

メラを取り出そうと下を向き、視線を戻した

ときにはもういなかった。飛び去った様子は

ないので、多分また物陰に隠れたものと思う。 

結局写真撮影はできなかった。」 

（シロハラクイナは中国南部、台湾からア

ジア南部に分布し、日本では沖縄と鹿児島で

繁殖し、渡りの時期などには本州の新潟、大

阪などでも観察されている。東あるいは北の

ほうでの観察例もふえているが、埼玉県内で

はまだ記録されていないJ 

ウゾクカモメ 

飛び去ったときもファインダーをのぞいて

撮影しようとしていたので、尾羽の長さなど

は確認できなかった。」 

（シロハラトウゾクカモメは春に太平洋岸

の沖を北上するが、1979年 4 月には東京都多

摩湖で記録されたこともある。 

県内では低気圧が通過したときなどに大久

保農耕地などで数回目撃されたことがあるが、 

いずれも写真がないために確認記録とされて

いなかった。） 

シロハラトウゾクカモメ （撮影。清田潔） 
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~I棚棚棚皿m棚IllI皿肌~大間木氷川神社川川川棚棚棚川川川III 

今年も大間木氷川神社にアオバズクのつが 

いが帰ってきました。5月初め（又は 4月末） 

に鳴き声が聞かれそうです。5月21、 22日に

観察しましたが、日中は並んで枝にとまって

いました。低いところなので、肉眼でもよく

見られます。昨年は 4羽のヒナが育ってゆき

ましたが、今年も楽しみです。静かに見守っ

てやりたいものです。 

昨年と今年の写真を同封します。同じ鳥な

のか、子供なのか、それとも別の鳥なのか。 

昨年と同様、 1羽は目を丸くしており、1羽

はつむりかげんでした。 

（文・写真 為貞貞人 浦和市） 

棚IIlII川棚I皿脚皿川lI 私のアオバズクIIlIIIIIIIIIIIIIIIIIIIItIIIIIIIIlIIIIIIIIIIflhIII 

私のアオバズクの右目には、 4時の方向に

虹彩が切れたような傷があります。観察する

ようになって3年、今年も同じ樹洞で子育て

にはげんでます。以前は幼妻のかわいさがあ

りましたが、今は熟女の魅力をふりまいてお

ります。 （文・写真 山部直喜 越谷市） 

むし暑い夏の夜、ホッホッ、ホッホッと響

く声。黒い空気を伝わってくる。 

遠い記憶・・・子供のころ住んでいた家の

裏の道を行くと、古い神社に突き当たった。 

寝苦しく蚊帳のなかに横たわっている耳で知

らずに聞き、奥深いところにたくわえていた  

アオバズク棚I珊Il脚~棚冊川朋川脚棚Im 

生の声。 ホッホッ、ホッホッ。 ホッホッ、ホッホッ。 

る 

記憶のなかの景色にくらべ、樹木が何とま

ばらになってしまったことだろう。 

あのときにその気になって探せばきっと会

えただろうに、今になって探そうにも、影も

ない。 

古い大きな樹木が残っている神社などでは、 

まだまだ緑のシンボル神として、アオバズク

は生きている。アオバズクが生息しているこ

とがわかった杜とその周辺環境は、それだけ

で、ひときわ深く、ひときわ豊かに感じられ

る。 バードウオッチャーのかたよった感覚だ

ろうか。 

（五条壇武男） 

川I棚I'IIlII脚冊I棚棚II皿IIIIII脚IIIIIIII棚I 個人的きまま野鳥記 	アオバズク棚I珊皿脚I棚脚川脚棚甘1 

今、母と弟が住んでいる家にたまに遊びに

行き、ふと気が向いて神社の急な石段をのぼ 



で 

けつか、家可三 ?I) 

g考 x'r') 	カて 

力ンムリカイツブリ ◇ 5 月 1日、狭山湖で 

2 羽（佐藤方博、俊之）。 

ョシゴイ ◇ 6 月19日、浦和市秋ケ瀬B区で 

1羽（福井 亘）。 

アマサギ ◇ 6 月 4日、富士見市水子の柳瀬

川右岸の田圃で 2 羽（田中富夫）。 06月 

7日、浦和市秋ケ瀬の大久保農耕地で 6羽 

（田中富夫）。 06月26日、坂戸市の高麗

川、城山橋上流の樹上に 1羽（増尾 隆）。 

アオサギ ◇ 5 月15日、狭山湖で1羽（佐藤

方博、俊之）。 ◇ 6月19日、浦和市秋ケ瀬 

B区で 2羽（福井 亘）。 

コガモ ◇ 5 月15日、狭山湖で62羽早 1羽 

（佐藤方博、俊之）。 ◇ 5 月16日、浦和市

大谷口の遊水池で合早各 1羽（近藤 崇）。 

ハシビロガモ ◇ 5 月23日、本庄市の阪東大

橋下流で62羽早 1羽（町田好一郎）。 

キンクロハジ口 ◇ 5 月15日、狭山湖で62 

羽（佐藤方博、俊之）。 

ミコアイサ ◇ 6 月23日、鴻巣市滝馬室の御

成橋の 500 viほど上流の荒川で合1羽（榎本

秀和、みち子）。 

ハチクマ・ツミ ◇ 6 月 5 日、荒川村寺沢地

区でハチクマとツミとの空中戦（杉本秀樹、 

福井恒人、海老原美夫）。 

バン ◇ 5月17日、本庄市の阪東大橋下流で 

1羽（町田好一郎）。 ◇ 5月20日、浦和市

大谷口の遊水池で1羽（近藤 崇）。 06 

月 8日、浦和市の市立病院下の見沼田圃で 

1羽（蓑輪真澄）。 ◇ 6 月19日、浦和市秋

ケ瀬B区で成鳥 1羽、幼鳥 5 羽（福井 亘）。 

キアシシギ ◇ 5月15日、狭山湖で1羽（佐 

（押川歳子）  

藤方博、俊之）。 

セイタカシギ ◇ 6月 7 日、浦和市秋ケ瀬の

大久保農耕地で成鳥1羽（田中富夫）。 

アカエリヒレアシシギ ◇ 5月15日、狭山湖

で 3 羽（佐藤方博、俊之）。 

ツバメチドリ ◇ 5月28日午後 4 時、本庄市

の阪東大橋下流の中州で 6 早各1羽。交尾

を確認する（町田好一郎）。 6月18日、同 

所で繁殖確認。成鳥12羽。うち 2羽が抱卵

中。ヒナの数 5羽。 6 月19日午前 5 時、 ヒ

ナ 5 羽のうち 3 羽が、別の中州へ初フライ

ト（町田好一郎、林 滋）。 

コアジサシ ◇ 6月18日、本庄市の阪東大橋

下流でヒナ 3羽確認（林 滋、町田好一郎）。 

キジバト（営巣） 04月12日、浦和市田島

の新大宮バイパスと志木県道交差点にかか

る陸橋の鉄骨に営巣する（福井 亘）。 

◇ 5月12日、熊谷市大麻生駅前の湯本商店

前のイチョウの木に営巣（諏訪隆久）。 

力ッコウ ◇ 6 月 4 日、所沢市北野の白旗塚

周辺でさかんに鳴く（大塚佳美）。 06月 

11日、浦和市岸町 5 丁目で 1羽（白井昌一）。 

ヒメアマツバメ ◇ 6 月25日午前 9 時30分。 

本庄市の阪東大橋下流上空で 2 羽。アマツ

バメとクロスしながら、行ったり来たり 

（町田好一郎）。 

アマツバメ ◇ 5 月22日午後 4時20分、本庄

市の阪東大橋下流上空で 120羽以上が、乱

舞（町田好一郎）。 

力ワセミ ◇ 6 月18日、浦和市秋ケ瀬の放水

路で 3 羽。うち1羽は幼鳥（福井 亘）。 

アカショウビン ◇ 6月16日、大滝村の荒川

本流と中津川の合流点付近で鳴き声（原田

秀雄）。 

コゲラ ◇ 6 月18日、浦和市秋ケ瀬の子供の

森で 3羽。そのうち 1羽は幼鳥（福井 亘）。 

ツバメ ◇ 6 月16日、東松山市白小岩で白化

の幼鳥が1羽（山寺）。 

ビンズイ ◇ 5 月 1日、狭山丘陵の所沢市側

で 2羽（佐藤方博、俊之）。 

サンショウクイ ◇ 5 月 1日、狭山丘陵の入

間市側で1羽（佐藤方博、俊之）。 

ヒレンジャク ◇ 5 月10日、越谷市下間久里

で33羽（神場真文元 
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タゲリ信乞とコイ廿臣 

トラツグミ ◇ 6 月16日午後10時頃、鴻巣市

大間1丁目で飛びながら鳴く （榎本みち子）。 

クロツグミ ◇ 5 月 1日、狭山丘陵の入間市

側で64羽（佐藤方博、俊之）。 

ヤブサメ ◇ 4 月24日、狭山丘陵の入間市側

で1羽（佐藤方博、俊之）。 

コョシキリ ◇ 5月31日、浦和市秋ケ瀬B区で 

1羽（下田敏夫）。 06月13日午後7時、本庄

市の阪東大橋下流で1羽（林滋、町田好一郎）。 

エゾムシクイ ◇ 5 月1日、狭山丘陵の所沢

市側で1羽（佐藤方博、俊之）。 

センダイムシクイ ◇ 5月 1日、狭山丘陵の

所沢市側で1羽（佐藤方博、俊之）。 

キビタキ ◇ 5 月 1日、狭山丘陵の入間市側

で62羽（佐藤方博、俊之）。 

オオルリ ◇ 5 月1日、狭山丘陵の入間市側

で古 2羽（佐藤方博、俊之）。 

【’r一●とこる】 
暑い日が続いておりますが、元気でウォッ

チングしてますか。 

夏鳥たちの歌であれほどにぎやかだった野

山も 8月ともなると、さすがに静かになりま

す。かわりに、水辺には、早くも秋を告げる

どこか寂しげな詩が流れるようになります。 

そうです、もう南へ渡る途中のシギやチドリ

がやってくる頃になりました。 

故高野伸二さんが愛したというアオアシシ

ギの哀調をおびたフルート、キアシシギのさ

わやかな声、むし暑いタ暮れ時に、一陣のさ

わやかな風が吹き抜けるようなイソシギの涼

しげな声など、どこか日本人好みのする歌声

じゃないかなと思ったりします。 

日沿後の富士見市の柳瀬川右岸では、ツノぐ

メのねぐら入り前の大乱舞が見られるはずで 

コサメビタキ ◇ 4月24日、狭山丘陵の入間

市側で1羽（佐藤方博、俊之）。 

サンコウチョウ ◇ 5月25日、大宮市日進町

で鳴き声（森本囲夫）。 06月 5 日、荒川

村寺沢地区で古 1羽（杉本秀樹、福井恒人、 

海老原美夫）。 06月19日、所沢市中富で 

4羽ふかする（渡辺 敦他）0 07月 1日

午前8時30分、ヒナ 3羽巣立つ。 1羽は死

んだ為、 6がくわえて巣の外に運び去る（黒

田佳子）。 ◇ 6 月21日、鎌北湖付近で1羽 

（小川寛次、長島英治）。 

コガラ ◇ 5 月 1日、狭山丘陵の入間市側で 

1羽（佐藤方博、俊之〕。 

クロジ ◇ 4 月 6 日、狭山丘陵の入間市側で

合 2 羽（佐藤方博、俊之）。 

マヒワ ◇ 5月 1日、狭山丘陵の入間市側で 

2 羽（佐藤方博、俊之）。 

すが、ツバメのねぐら入りと前後して、コウ

モリの乱舞も見られます。これは、アブラコ

ウモリで、別名イェコウモリといって、建物

のすきまや屋根裏などに住む種類です。コウ

モリの飛行は巧みで、双眼鏡で、それを追う

のは、よほどのベテランでも因難だと思いま

すが、それでもアオバズクなどは、コウモリ

も餌にするというのですから、上には上がい 

るものです。 	 （藤原寛治） 
紙の写真紙の写真 

コウ 

ニュウナイスズメ 
5 月の連休に 4泊 5 日で長野県信濃町の黒

姫高原で、野鳥の会のKさんのお世話になっ

て鳥見三昧してきました。高原は若芽が動き

出す直前、まだ残っている冬鳥や渡ってきた

ばかりの夏鳥が見られ、もう最高のコンディ 

（ハタオリ ドリ科） 
ション。鳥ばかりでなく ミズバショウやアズ

マイチゲなどの春の草花も咲き乱れ、まさに

黒姫良い所一度はおいでなのです。その中の

会心の作がこの 1枚。 

（写真と文・登坂久雄） 

7 



探馴会ハ 

セう包 nノ 

L 鷲襲璽熱蒸］ 
期日： 8 月 7 日（日） 

会場：浦和市立コミュニティーセンタ-3階 

大会議室（浦和駅西口から県庁通りを 

西進、中山道を左折して約 600 im右側） 

時間】午後 2 時開会、午後 5 時閉会 

講師：安西英明氏（前ウトナイ湖サンクチュ

アリレンジャー） 

案内．秋から冬にかけては、ワシタカ類がよ

く見られます。そこでこの夏、来るべ 

き季節の出会いを一層感動的なものに

するために、識別の勉強をしっかりし

ておきませんか。ワシタカ類の宝庫で

長年過ごした安西氏が、ゆきとどいた

お手伝いをして下さいます。 

蕪蓉需＝鶏蕪三蔦答1 
期日： 8 月14日（日） 

集合：午前 9 時30分 秩父鉄道大麻生駅前

交通：秩父鉄道熊谷9:04発→大麻生9:12 

着ノ 秩父鉄道寄居 9 : 01発→大麻生 

9:19着 

解散：午後1時ごろ 

担当．諏訪隆久、鈴木忠雄、榎本秀和、林滋、 

岡安征也 

見どころ：秋のさきがけを探してみませんか 

(I)。 日差しの厳しい河原にも、シ

ギ・チドリ達が到着し始めています。 

きれいな小鳥達が、山をおりてきてい

ないか、探してみましょう。 

真夏の暑さの中、鳥達は秋の渡りを始めま

す。美しい羽の残るシギ・チドリや、山をお

りてきた夏鳥達を見っけて、少しだけ秋の気

分。日射対策に注意して、今月も探鳥会へ。 

持ち物は、筆記用具、雨具、昼食、ゴミ袋 

（もしあれば）双眼鏡などです。 

参加費は、一般＝ニ 100 円、会員及び中学生

以下二＝50円。特に指定無い限り予約申し込み

は必要ありません。小雨決行です。 

夢中になり過ぎて、鳥を驚かしたり、植物

を荒らしたりなどしないように。いつもフィ 

ールドマナーをお忘れなく。 

［蕪，蕪蓑ミ三璽蓋〕 
期日： 8 月20日（土）~21日（日） 

集合：20日午後1時 国民宿舎両神荘 

交通：秩父鉄道熊谷10:35発→御花畑11: 46 

発→三峰口12:07着、両神村営バス小 

鹿野町役場行 12:20発→薬師堂下車、 

徒歩2~3分 

解散】21日昼食後 

共催】秩父愛鳥会 

参加費：中学生以上7,000円か学生以下6,000 

円、幼児実費（両神荘宿泊） 

申込み．支部事務局（PJ2奥付参照）または 

宮崎秩父愛鳥会会長宅 	1 

まで。 

定員：先着50名。子供だけ、大人だけの参加

も受付けます。 

案内：餌台づくりに、河原でキャンプファイ

ヤー、花火大会、それにバーベキュー 

もちろん探鳥会、自然観察会も充分に

楽しんで、今年の夏休みの最高の思い

出に。 

（鈴木加代子） 
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漁匹庶庶割驚鷲！鴛熱 
期日：8 月21日（日） 

集合：午前 8時15分 北浦和駅東口 または

午前 9時 浦和市立郷土博物館前 

（北浦和駅の場合、その後バス利用） 

解散：午後1時ごろ 

後援；埼玉県、浦和市立郷土博物館 

担当：楠見邦博、福井恒人、渡辺周司、乗田

実、手塚正義 

見どころ：秋のさきがけを探してみませんか 

（且）。 河原にシギ・チドリ、林縁に

コムクドリ、秋の使者達はもう来てい

ます。秋めいてきた空を通り過ぎる姿

は何ですか。 

じ蕪戴蒼蕪●蕪熱 
期日】8月28日（日） 

集合：午前 9時30分 京葉線南船橋駅改札口 

交通：武蔵野線武蔵浦和 8:20 発→南浦和8 

:24発→西船橋 9:08着、京葉線乗換 

え、 9:12発→南船橋 9:17 着 

解散：午後 2 時ごろ 

共催：関東地区各支部の合同探鳥会 

担当：海老原美夫、杉本秀樹 

見どころ：見慣れない鳥達、見慣れない人達 

を存分にどうぞ。感動的にくちばしが

長いのやら、名前に修飾語がいくつも

くっつくのやら、海辺のシギ・チドリ

が山ほど。他支部の人達も山はど。 

買蕪簸範参 コ 
とき】8 月27日（土） 午後1時～3時ごろ

会場：浦和市立コミュニティーセンタ12階 

第1講座室（浦和駅西口から県庁通り 

西進、中山道を左折し約600n 右側） 

案内：夏の最後の思い出にも 	袋づめを。 

1 野鳥写真クラブ定例会i 

とき：8 月27（土） 午後3時ごろ～ 5 時

会場： 『しらこばと』袋づめの会と同じ 

案内：夏休みに海辺や山で撮りためた、自慢 

の写真を一挙公開、といきませんか。 

お待ちしています。 

藩葱蕉蕉勇亜蕪蕪二1 
期日： 9月10日（土） 

集合：午前 9 時30分 京浜急行大師線小島新

田駅前 

交通：京浜急行線品川 8:59 発→京急川崎9 

:15 着、大師線に乗り換え、 9:17 発 

→小島新田9:27 着 

解散】午後 2時ごろ 

担当：横山みどり、杉本秀樹、中島康夫、楠

見邦博 

見どころ：シギ・チドリ、秋の賑わいの時。 

残暑厳しい時期ですが、東京湾の干潟

は今が一番面白い時。この機会に海辺

のシギ・チとなじみになりましょう。 

珍しいお客さんにも会えるかも。 

護薫蕪蕪蕪蕪 
期日： 9 月11日（日） 

集合】午前9時30分 秩父鉄道大麻生駅前

交通：秩父鉄道熊谷 9:04 →大麻生 9:12 

着ノ 秩父鉄道寄居 9 : 01発→大麻生 

9:19 着 

解散：午後1時ごろ 

担当：諏訪隆久、鈴木忠雄、榎本秀和、林滋、 

岡安征也 

見どころ：河原に秋風は吹き出しているでし

ょうか。快適な散歩、となるかどうかは

請け合えませんが、鳥達の方は確実に

秋。河原の涼しげな声と、林や草の上

の涼しげな瞳が待っています。 

9 月18日（日） 浦和市・三室地区探鳥会 

9 月23日祝 寄居町・鐘撞堂山探鳥会 

9月25日（日） 浦和市・秋ケ瀬探鳥会 

本庄市・阪東大橋探鳥会 

10月 9 日（日） 北川辺町・渡良瀬遊水池探鳥会 



5 月21 -22日（土～日） 長野県 軽井沢

囚 25人」天気~小雨 島 コジュケイ キジ

キジバト ジュウイチ カッコウ ツツドリ ホト

トギス ョタカ アマツバメ アカゲラ コゲラ

イワツバメ キセキレイ ハクセキレイ ビンズイ

ヒョドリ」モズ カワガラス ミソサザイ コマド

リ ノゴマ コルリ ルリビタキ マミジロ トラ

ツグミ クロツグミ アカハラ ヤブサメ ウグィ

ス ェゾムシクイ センダイムシクイ キビタキ

オオルリ サメビタキ コサメビタキ ェナガ コ

ガラ ヒガラ ヤマガラ シジュウカラ ゴジュウ

カラ メジロ ホオジロ アオジ イカル スズメ

ムクドリ カケス ハシボソガラス ハシブトガラ

ス（50種） あいにくの小雨となったが、さすがは

軽井沢。夏鳥を十分に楽しめた。何種類もの鳴き声

の真似をする芸達者なクロツグミもいて皆びっくり。 

運のいい人はノゴマを見ることができた。遠く八丈

島からの参加者もいて、島の話も聞けた。 

5 月22--23日（日～月） 両神村 両神山

囚 19人 ［天気］ 曇後雨 鳥 コジュケイ キ

ジバト アオバト ジュウイチ ツツドリ アマツ

バメ ヤマセミ アオゲラ アカゲラ オオアカゲ

ラ コゲラ ツバメ イワツバメ キセキレイ セ

グロセキレイ ヒョドリ カワガラス ミソサザイ

コマドリ コルリ マミジロ ャブサメ ウグイス

メボソムシクィ ェゾムシクイ センダイムシクイ

キクイタダキ オオルリ コガラ ヒガラ ヤマガ

ラ シジュウカラ ゴジュウカラ キバシリ メジ

亡1 ホホジロ スズメ ムクドリ カケス オナガ

ハシボソガラス ハシブトガラス （妃種）雨のせい

かコノハズクの声は聞けなかったカえすばらしい所

だった。雨の中を下山しながら、お天気の良いとき

にまた来てみたいと思っていたのは、僕一人だけで

はなかっただろう。 

5 月28日（土） 『しらこばと』 袋づめの会

がんばってくれた人~青沼俊雄、阿部幸男、榎本秀

和、海老原教子、海老原美夫、大木慎子、草間和子、 

楠見文子、近藤 崇、佐藤晶人、登坂久雄、中里隆

介、藤野富代、松井昭子、松井昭吾、森 静子、吉

田二三子、渡辺 敦、渡辺孝章（19人） 

5 月28日（土） 野鳥写真クラブ定例会 

22ノ、 ~作品醗表した人 I  8人 

タンチョウ（撮影】阿部幸男） 

5 月29日（日） 上尾市 丸山公園 

囚 46人 I灰気 晴 鳳カィッブリ コサギ

カルガモ コジュケイ キジ キジバト カッコウ

カワセミ コゲラ ツバメ ヒョドリ モズ オオ

ョシキリ セッカ シジュウカラ ホオジロ カワ

ラヒワ スズメ ムクドリ オナガ ハシブトガラ

ス（21種）風さわやかな 5月なんて言うけれど、風

はなし。朝から暑いねの連発。ギョギョシギョギョ

シと鳴くオオョシキリを間近に見る。暑いのに元気

がいい。途中の木陰で一休み。終りに近づく頃、キ

ジのつがいが出て皆さん感激。暑い暑いのー日。 

6 月 5 日（日） 荒川村 日野渓谷

囚 61人 医気］ 晴 園 ハチクマ クマタカ

コジュケイ キジ キジバト ホトトギスSF カ

ワセミ アカゲラ コゲラ ッバメ イワッバメ

キセキレイ セグロセキレイ ヒョドリ モズ カ

ワガラス ウグイス センダイムシクイ サンコウ

チョウ シジュウカラ メジロ ホオジロ カワラ

ヒワ イカル スズメ ムクドリ カケス オナガ

ハシボソガラス ハシブトガラス（30種）行事案内 

一 10- 



の「アカショウビンは期待しないでください」の裏

を読んだのか、驚くほどの参加者。リーダーからの

御託宣どおり本当に出なかったけれど、クマタカも

上空に姿を見せたし、満足だった。 

6 月11--12日（土～日） 栃木県 奥日光

囚 32人 ~天気「 曇 圏 マガモ トビ ノス

リ オオジシギキジバト ジュウイチ カッコウ ツツド

リ ホトトギス アオバズク アマツバメ アカゲラ コ

ゲラ ッバメ イワッバメ キセキレイ セグロセ

キレイ ビンズイ モズ カワガラス ミソサザイ 

コマドリ症候群 

黒田佳子（新座市） 

「両神山はいいよ。仕事をサボって行くだけの価

値はある司周囲のそんな声にのせられ、しっかり仕

事をサボって参加した両神山探鳥会。しかし、そ

んな日頃の行いのせいか、天気はあいにく下り坂で、 

白井差に着く頃には本格的に降り出してしまいまし

た。 こりゃ探鳥どころじゃないななどと思いながら

歩いていると、オオルリ、ツツドリ、ジュウイチな

ど結構たくさんの鳥の声が聞え、これで天気さえ良

かったらと日頃の自分の悪行（?）を後悔するばか

りでした。清滝小屋に着くと、さっそく宴会が始ま

り、タ食後もしばらく鳥話（?）を楽しんだ後、鳥  

コマドリ コルリ ノビタキ マミジロ クロッグ

ミ アカハラ ヤブサメ ウグィス メボソムシク

イ ェゾムシクイ センダイムシクイ キクイタダ

キ キビタキ オオルリ コサメビタキ ェナガ

コガラ ヒガラ ヤマガラ シジュウカラ ゴジュ

ウカラ キバシリ ホオジロ ホオアカ アオジ

ウソ イカル ニュウナイスズメ スズメ ムクド

リ カケス オナガ ハシボソガラス ハシブトガ

ラス（55種）例年になく多いノビタキ、開花の遅れ

ていたヤシオツツジやシャクナゲ、野鳥の声の聞こ

えるホテルの露天風呂などいろいろ楽しめた。 

合わせ。今回の鳥合わせは今までとは一味違い、本

当に勉強になりました。皆さん、博学なんですねえ。 

翌朝はコマドリの声で目が覚めました。 コマドリ

さんに起こしてもらえるなんて、私ってなんて幸せ

者などと思いながら、窓の外へ耳を傾けると、他に

もマミジロ、ェゾムシクイ、コルリなど様々な鳥の

声を聞くことができ、しばらく布団の中で野鳥のコ 

ーラスを楽しみました。中でも清滝小屋周辺に響き

わたるコマドリの声はもう最高！おかげで下山して

からもしばらくの間はこの声が耳から離れず、ちょ

っとした物音が全てコマドリの声に聞えてしまうと

いう、とんでもない後遺症が残りました。でも、何

はともあれとても楽しい探鳥会でした。皆さん、本

当にありがとうございました。 

満 願 成就 
下田 宏（草加市） 

雨が心配された梅雨の合間、唐松の新芽とイワツ

バメの乱舞が私たちの奥日光探鳥会を迎えてくれま

した。いつもながら親切なリーダーの諸注意にうな

ずきながら新緑の湯ノ湖畔へ歩み始めるとメボソム

シクイ、ウグィスの聞き慣れた鳴き声が静かな木々

の間から聞こえ始めました。以前に訪れた時に比べ

て、心なしか湖水が汚れてきているように思われま

す。環境破壊が進んでいることに恐さを感じつつ、 

野鳥たちのネグラが損われないようにと祈りながら

目と耳に神経を集中させる。そのとき、キビタキだ

との声に我を忘れて目を凝らすIキビタキ！あこが

れの鳥影である。それは一瞬にして終ってしまった。 

いつしか日差しが木もれ日となって影をつけてき

た。戦場ケ原、木道でのノビタキ、モズの姿をじっ

くりと堪能しながら、のんびりと光徳へと向う路を  

たどると今夜の宿アストリアホテルも間近でした。 

こぎれいな部屋、豪華なタ食、キビタキが聞こえる

露天風呂、そしてはぎやかな懇親会、坊主の夜探と

にぎやかなホテルでの一夜が明けると早朝ウオッチ

ング。 アカゲラ、ヒガラ、シジュウカラが朝の挨拶

をしてくれました0 
湯滝からの 2日目の出発直前にオオルリが梢で出

迎えてくれました。 さがしてくれたメンバーに感謝

感謝！実を言え‘救今回の探鳥会はオオルリとキビ

タキへの初対面をひそかに期待しての参加でした。 

これで満願成就！ミソサザイ、カワガラスが川面に

かわいい姿を写してくれる。そして青木橋でおにぎ

りをほおばる間にもアカゲラ、アカハラ、 ビソズイ

と忙しく顔を出してくれる心にくいばかりのサービ

スに大満足の探鳥会でした。 

奥日光の大自然、やわらかい日差しをくれた太陽、 

そして親切なリーダー、参加者の皆様ありがとうご

ざいました。 



選蔚薦 
‘二二「ゴg 

しらこばと 昭和63年 8月1日 

今年こそ、支部の活動を支えるボランティ

アに、あなたも加わりませんか。探鳥会で受

け身の立場から、それを動かしていく立場の

ほうにうつりませんか。 

ほんの一歩の立場の違いが、あなたの人生

を、より充実したものにかえていきます。 

参加資格：支部会員であること。必要なのは

鳥の識別能力より、 『熱意』です。 

日時： 9 月 4 日（日） 午前 9 時～午後 4時

場所：浦和市立コミュニティセンター 

申込み：事務局または中島普及部長（冒 

) 

6月10日（金）-11日（土）1こ所沢市の公

害研修所で開かれた環境セミナー（環境庁主

催、全国の行政担当者ら 120人参加）で、海

老原美夫副支部長・福井恒人幹事が自然観察

の講師をつとめました。 6 月18日（土）奥日

光で開かれた鳩山町中央公民館主催の探鳥会

で、榎本秀和幹事・海老原副支部長・福井幹

事がリーダーをつとめました。 

県自然保護課から「野鳥とふれあう学校」 

の教材として、 ビデオテープ、フィールドガ

イドなど合計100万円をこえる注文があり、 

6月27日納品しました。 

・次の力々からご寄付をいただきました。 

題字『しらこばと』一山下静一（財）日本野

鳥の会会長、ィラスト見出し＝＝鷹尾正済（p5, 

6, 12, 表紙デザインも）・鈴木加代子（p8）・

渡辺周司（p10) 

今井昌彦 10, 000 円、榎本秀和 5, 000 円、海

老原美夫 20, 740 円、笠井実 4, 000 円、金子真

理 3, 000 円、川口鋳物工業協同組合 50, 000 円、 

鈴木忠雄10, 000 円、手塚正義 620円、福井恒

人 20, 740 円 

・次の方々からは支部賛助会費（通常の会費

との差額分 8, 000 円）をいただきました。 

今井昌彦、鈴木忠雄、細田早苗、宮崎章次。 

（いずれも80音順、敬称略） 

7月20日現在 903人です。 

6月 2 日 本部の飯塚職員来局。環境セミナ 

ーについて打ち合わせ。 

6月犯日 普及部会議。編集会議。 

6月四日 役員会議（司会・森本園夫、各部

の報告、10月初めまでの探鳥会予定などの

再検討、総会議案の原案検討、その他）。 

6月知日 『しらこばと』 7 月号校正（大武

昭雄、西城戸司）。 22 日も（森本園夫）。 

6月26日 総会後、役員会議（司会・海老原

美夫、支部長・副支部長・監事の選出、奥

鬼怒天然林保存署名運動、その他）。 

6月27日 『しらこばと』 7 月号発送。 

Il二一J~n 
ク7, 	為うノノノ力竺 Jニmノン滑一～J4 
篇m，草鷲鶏屈難脇 i74 

衛生や美観が命の、食物や服を扱っている

店の軒先で、すくすく育つッバメの子供達を

見ていると営業上の損得ぬきの心遣いに心

打たれます。けれども、あらゆる人に対して、 

こんな優しさを期待してはいけないのですよ

ね。人間にだって生活があるのだから。 

都合で、今月号限りで編集部を去ることに

なりました。 2 年あまりの間の、御迷惑への

お詫びと、御支援への感謝を申し上げます。 

（鈴木高士） 
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